


































































































































































































市計画区域」は約 987 万 ha になり全国土の 26.1% で 90.5% の人々が住んでいる。しかし，
そのなかで線が引かれて区域区分（市街化区域と市街化調整区域）がなされている都市計
画区域は，521 万 ha であり全国土の 13.8% となる。さらにそのうち，市街化区域は 144
万 ha（全国土の 3.8%，人口比 65.2%），市街化調整区域は 378 万 ha（全国土の 10%）である。
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　「中心市街地活性化法」（第 4条第 5項第 1号～第 7号）と「中小小売商業振興法」（第


























③中心市街地共同店舗等整理事業（法第 4条第 3項第 3～ 6号に掲げる事業）←
























































































































体として捉えている。ＴＭＯによる事業に対して平成 10 年度から平成 14 年度までの交付
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施したのは 107 機関のＴＭＯであった。その内容はチャレンジショップ 67 機関のＴＭＯ，
情報文化交流施設 50 機関のＴＭＯなどにとどまっていた。そしてほとんどが 3店舗以内
を対象にした小規模なものであった。テナントミックス事業については，構想に挙げた












































































































































































































































































　まず，大丸和歌山店（4,571 ㎡）が 1998 年 10 月に閉鎖された。そして，丸正（18,523 ㎡）
が 2001 年 2 月に倒産した。創業 110 年，和歌山の地元老舗の百貨店であった。中心商業
集積の核といってよかった。さらに，ビブレ和歌山（8,105 ㎡）がマイカルの破綻のあお
りを受け 2001 年 5 月に閉店した。最後に，長崎屋和歌山店（9,839 ㎡）が 2002 年 11 月に
閉店した。ただし同店は「シティ！ワカヤマ」として改装・開業している。それに対して，
JR和歌山駅前の近鉄百貨店が2000年 4月に 17,400㎡から 86%増床し，32,400㎡となった。
和歌山市の百貨店は，近鉄百貨店が中心になった。
　このような状況のもと，和歌山市は 1999 年 3 月に「和歌山市中心市街地商業活性化基
本計画」を策定し，2000 年 3 月には「株式会社ぶらくり」が設立され，「中小小売商業高
度化事業構想」の認定を受けてＴＭＯとなった。概要は，資本金1,190万円。株主数は17名。























































































　海南市では，ジャスコが 2001 年 2 月に撤退したことが，中心地の衰退に一層の拍車を
かけた。海南市ではこれまで，大型店との共存共栄がうまく機能してきたといわれていた
が，それが悪い意味で実証されたことになる。それにしても，ジャスコは 30 年間ほど営





　このような状況に対して，株式会社まちづくり海南（ＴＭＯ）が 2003 年 8 月 4 日に 1,000
万円の出資で設立された。出資者は26名（法人を含む）。海南市は90株 450万円を出資し，
筆頭株主である。商工会議所が 30 株 150 万円の出資をしている。その他は，商店街振興
組合，金融機関，企業となっている。現在 , 取締役は 11 名。女子社員 3名がいるものの，
タウンマネージャーに相当する専門職員がいないのが悩みとなっている。今後は，人材育
成，発掘が課題の１つであるということである。
























































　有田市では，1981 年（昭和 56 年）のサティ（現オークワ）の進出等で商店街の売上は
落ちてきた。しかし，1997 年～ 98 年ごろまではまだ余力があったが，2001 年から本当に
悪くなったという。産業的にも，三菱電線が一部，中国・大連に進出するなどして雇用も
全体として落ちてきているという。
　その中にあって，株式会社まちづくり有田が 2001 年 6 月に特定会社ＴＭＯとして認定
された。資本金は 1,125 万円で株主数は 50 名で，有田市，紀州有田商工会議所，商店街，
商業者，金融機関，その他民間事業者である。しかしながら認定後の事業としては，現在
のところソフト事業のみで，ハード事業はほとんど進んでいない状況であるという。





























































て，湯浅町による『湯浅町中心市街地活性化基本計画』（2001 年 3 月）（以下，『基本計画』），
そして湯浅町商工会による『湯浅町中小小売商業高度化事業構想－懐かしさに溢れ　歴史



































































































































ジャスコが 96 年に国道 42 号和歌山市方面から新宮の市街地に入るまさに「のど仏」の位
置に約 3万㎡の出店計画を出した。実際に認められたのは 18,971 ㎡であったが，それに
対してオークワは当時の売場面積を約 2倍にする増床（11,990 ㎡）によって応じようとし
た。
　このような流れの中で，オークワは，2005 年 3 月さらに郊外に，つまりジャスコ立地
場所から国道 42 号で約 6キロほど和歌山方面よりの新宮市佐野に「スーパーセンターオー


















































ている。2005 年 1 月 5 日に，既存ビル約 30 棟の解体工事が始まったのである。3月 21 日
には起工式が行われた。完成は 2006 年の秋ということである。新再開発ビルは，商店街
の街路を挟んで東西に 2棟建つ。西棟は地下 1階・地上 10 階で延べ床面積約 10,360 ㎡で
あり，東棟は地上 8 階で同 6,270 ㎡


























石橋［1998］）。1984 年には既に北駐車場（296 台），南駐車場（74 台）を建設している。
93 年には第 3駐車場（71 台），2002 年には第 4駐車場（325 台）ができて，現在の収容台















































で 33.0% を分担する。保留床取得費は総事業費の 33.0% つまり 20 億 4 千 6 百万円である。
それに取得・開業費 1億円を加えた 21 億 4 千 6 百万円が，共同出資会社の総投資額とい
うことになる。これを次のように資金調達する計画になっている。リノベーション補助金
等 6億 8百万円，高度化資金 8億 4千 9百万円，銀行借入れ 3億 3千 2百万円，自己資金






























の資本金は，2億 7250 万円で 98%が三鷹市の出資である。三鷹商工会も 215 万円出資し
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　そして 1998 年に「中心市街地活性化法」が施行され，99 年 9 月に三鷹市が 2,000 万円














と統合し，公社事業も引き継いでいる。02 年 5 月には，いわゆるＴＭＯ計画を経産省に


















り，月約 100 万円の売上があるという。ちなみに，03 年は年間 1,600 万円であった。売買
の成立とともに，店舗から 5％の手数料が入ってくる。送料（三鷹市内無料），振込み等



































設立は 1998 年 8 月 3 日で，出資者 5
名資本金 1,000 万円であった。そこ
へ飯田市が 99 年 1 月 3,000 万円の出
資をした。同 6月，飯田市が「飯田
市中心市街地基本計画」を提出。飯
田まちづくりカンパニーは企業等から増資を受け資本金 2億 1200 万円になった。設立か
らちょうど一年後の 99 年 8 月 3 日に，飯田まちづくりカンパニーは，提出したＴＭＯ構
想（中小小売商業高度化事業構想）が認定されＴＭＯとなった。現在の出資者は 40 名で，
飯田市 3,000 万円，飯田商工会議所 500 万円，日本開発銀行 2,000 万円，飯田信用金庫 2,000
万円，長野銀行 1,000 万円 , 八十二銀行 1,000 万円，法人 19 社 8,800 万円，個人（商業者・
市民有志）15 人 2,900 万円となっている。人口規模からみて，他のＴＭＯと比べて資本金
のケタが違っている。なぜ，このように資本金額が大きいのであろうか。
　第１に注目したいのは，「飯田市橋南第一地区第一種市街地再開発事業」（トップヒルズ
本町・写真 5）である。1997 年 3 月に「再開発準備組合」が設立され，2001 年 3 月に竣
工した。構想からは 10 年かかっている。この間に，上でみたように飯田まちづくりカン
パニーが設立され，ＴＭＯになった。敷地面積約 3,000 ㎡，延べ床面積約 14,000 ㎡，地上


































































　当初，「出石まちづくり公社」の資本金は 5,000 万円，出石町が 50％ 2,500 万円，出石
町商工会が 300 万円を出資した。残りは，法人が 48 名，一般個人出資者 119 名に上る。































































































































（平成 10 年 7 月 31 日，告示）。
15）［5］通商産業省編（［1998］：89 頁）。
16）現在，375 機関のＴＭＯをその組織別にみた場合，①商工会：75 機関②商工会議所：185 機関③特
定会社：113 機関④財団法人：2機関，という構成になっている。商工会・商工会議所という既存


























24）［24］経済産業省ホームページ「審議会・研究会流通部会」。現在，第 11 回が終わっており，第 1回
から第 9回までは議事要旨・議事録・配付資料の３つが公表されているが，第 10 回と第 11 回につ
いては議事録だけが公開されていない（2005.7.31）。
25）［24］経済産業省ホームページ「審議会・研究会流通部会」（第 11 回資料 3-1）。
26）［24］経済産業省ホームページ「審議会・研究会流通部会」（第 11 回資料 3-2）。
27）この点については，国土交通省と経済産業省の両省が「コンパクトシティ」へ足並みを揃えてきた





の構築に関する要望」（平成 17 年 7 月 5 日付，日本商工会議所，全国商工会連合会，全国中小企業
団体中央会，全国商店街振興組合連合会）。
29）＜ＴＭＯ（街づくり主導機関），笛吹けど街踊らず＞という見出しで，日本経済新聞（2001 年 5 月
25 日付・地方版）は次のように報じている。「……丸正が 2月に倒産，閉鎖した直後，通行量は昨
年に比べて約 35%も減少。ビブレ閉店後はさらに 10%前後減った。」さらに 2002 年 10 月 11 日付で
は，和歌山商工会議所の調べによれば，「今年 3-8 月の売上高が前年同期より減ったと回答した事業













（［4］神吉［2004］）。         
36）四国新聞社 1月 5日付，3月 22 日付（http://www.shikoku-np.co.jp/news/economy より）。
37）関満博「地域経営の視点からの産業政策」（［34］株式会社まちづくり三鷹［2003a］「MITAKA 



















































地域研究シリーズ　30　2005 年 12 月
－ 52 －
［29］ 新宮商工会議所［2003］「新宮市ＴＭＯ構想－新宮市商業タウンマネージメント計画策定事業報告
書－」
［30］飯田まちづくりカンパニーホームページ（http://www.machikan.jp/）
［31］株式会社出石まちづくり公社［1999年］「ＴＭＯ事業構想（中小小売商業高度化事業構想）」
［32］兵庫県出石町「視察資料・この町は『辰
とき
』の流れがある」（パンフレット）
［33］出石商工会「中心市街地の魅力的まちづくり」（パンフレット）
［34］株式会社まちづくり三鷹［2003a］「MITAKA ism」
［35］株式会社まちづくり三鷹［2003b］「三鷹ＴＭＯ構想－中小小売商業高度化事業構想－」
［36］ 三鷹まちづくり研究所ホームページ（http://www.mitaka.ne.jp/tmo/town/matiken/index.html）
［37］ 高松丸亀町商店街振興組合ほか「計画概要（高松丸亀町商店街市街地再開発事業／商店街活性化）」
（資料）
［38］ 鎌田薫，福川裕一，島田靖彦，宮川博史，野口秀幸，西郷真理子「コミュニティの再投資よる持続
的な再開発システムの構築」（http://regeneration-idea.com）コミュニティ再投資型再開発研究会
［39］ 大泉英次［2005］「和歌山市再生の混迷と希望」矢作弘・小泉秀樹編『定常型都市への模索』日本
経済評論社。
［40］ 和 歌山市まちおこし推進課ホームページ（http://www.hall.city.wakayama.wakayama.jp/
machiokoshi/index.html）
［41］和歌山社会経済研究所［2004］「中心市街地活性化への新たな視点と行動」
※本稿は，研修専念制度の研究成果の一部である。
